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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

①　主体的・対話的で深い学びを実現するため
に、ＩＣＴを活用した活動や考えを表現する活動を
充実させる。さらに、情報編集力の習得に向けた
取り組みを行う。

各教科の目標に対す
る達成度及び授業ア
ンケート

②　適切な宿題・課題、ICTの活用により個別最
適な学習を充実させる。また、授業外学習時間の
確保と習慣化も目指す。

適切な学習課題を与
え、継続的に取り組ま
せる。各教科の達成度
と授業アンケート

③　ポートフォリオ導入など適切な進路情報の提
供と、進路目標に応じたきめ細かな指導を行い、
進路志望実現率を向上させる。

的確な進路志望の把
握と進路目標に応じた
学習環境を提供した上
での進路実現の達成
度

④　生徒の学習改善と教員の授業改善にむけた
観点別評価の改善に取り組む。

３観点での評価方法お
よび評定決定方法に
ついて作成

①　本校の実情にあった部活動や委員会のあり
方の検討や活動状況の把握に努め、さらなる活
性化を図る。また、地域人材を活用した業務改善
を図る。

教員数減に伴う部の
見直し状況と部活動・
委員会活動満足度の
調査

②　業務の効率化を図り、放課後等に生徒相談を
行う。

設定したきずなの日を
活用

①　基本的な生活習慣の確立に向けた指導を充
実させる。

遅刻や健康観察入力
の状況等

②　頭髪・服装指導やスマートフォン等の正しい
活用方法の指導を充実させる。

年次やスクールライフ
部の記録

①　学校運営協議会において、学校の教育方針
を伝えると同時に、地域の方から多様な意見を伺
い、信頼される学校づくりに取り組む。

学校運営協議会の開
催回数や、伺った意見
のうち取り入れて改善
した項目数

②　魅力的なＨＰや情報誌の作成を進め、地域・
保護者や中学生に学校の様子を発信・公開す
る。

ＨＰ更新・情報誌発行
状況

留意点 （１）重点目標と評価項目については、各学校の現状と課題に基づき、実情に合わせて重点化し、設定する。
（２）学校関係者評価については、年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し、評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価委員会等を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

1

剛健の気風と豊かな人間性の育成2

・授業での目標の提示と振り返りが
明確になっている項目は、達成でき
ている。
・授業等でICTを教員が利用したり生
徒が使用したりする活動は、概ね達
成できている。
・家庭学習に向けた指導がなされて
いるかについては、昨年度よりアン
ケート結果は高い評価だったが、更
に家庭学習を主体的に取り組む体
制作りを進める。
・クラッシーの活用や進路希望の実
現については概ね達成できている。
・教員は評価基準を明確にし、生徒
の家庭学習を適切に評価しており、
生徒は教員が公正に公平に評価し
ている項目は達成できている。

・本校の実情にあった取り組みがで
き、関東大会入賞や全国大会出場
など実績を残すことができた。
・生徒の悩み相談や進路の年間を
通して面談が行われ、適切なアドバ
イスを受けているという項目や保健
室が学校の健康管理センターとして
機能している項目も、９０％以上の
肯定的な評価が得られた。

・ICTの活用は個別最適な学習
ツールとして知識・技能の習得
に効果的であり、今後はリメディ
アル教育に向け継続的に研究
していく。
・家庭学習の習慣化に向けた指
導を検討していく必要がある。
各教科が連携かつ工夫した適
量の課題の作成や学習記録表
の有効活用についても検討して
いく。
・クラッシーの活用はできている
が、進路実現に向けた指導や
取り組みについて組織的に対
応するようにしていく。
・生徒に身に付けさせたい力を
明確にすることで生徒の取り組
みを活性化していく。
・生徒数、教員定数減の中で、
部活動の活性化のために学校
内外の多様な教育資源の活用
体制を構築していく。また文化
部の再編や発表の場を多く設
けるように工夫していく。
・会議資料のペーパレス化や事
前の打ち合わせを進め、会議
の効率化を図る。

・中高連携の中で防災に関する取り組みは評価に値する
と思う。
・地域や家庭における連携も取れているように思える。
・自然災害などの発生で帰宅困難者が出た場合の対応
は、食料・寝具等の備蓄品や備蓄量はどうなのか気になり
ました。

・魅力づくりについては、良く努力されていると思う。地域
連携もさらに推し進めていってほしい。
・外国語や福祉関係の授業などで身延山大学との連携を
図ってはどうか。
・中学校・大学・地域との連携は大切であると思います。特
に地域と連携した活動をもっとしていく必要があると思いま
す。身延町商工会「どんぶり街道」のメニュー開発など素
晴らしい活動だと思います。
・同町内の身延山高校との交流なども行うとよいと思いま
す。
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・キャリア教育に関しては、総合学科としての利点等を効
果的に活かして努力している様子が十分見て取れる。
・学生の進路が多様な中、個々の学力に対応した指導方
針がとられているように思える。
・授業アンケート結果から家庭学習時間の確保（予習・復
習を含め）が大事と思いました。早い段階で卒業後の進路
を意識させ、その目標実現のために何をなすべきか理解
することが日々の学習意欲にもつながると思います。
・図書館利用や家庭学習指導に係わる評価が低かったと
思います。クラッシーを利用することは伺いましたが、家庭
学習での活用も進めてほしいと思います。
・総合学科発表会での発表者の意識が生徒全員につな
がっていくといいと思いました。
・先日の総合学科発表会での生徒たちの夢に向かっての
取組みは、とてもすばらしいものでした。このような学校行
事に多くの中学生や保護者に来ていただき身延高校の魅
力を感じていただきたいと思いました。

・部活動への入部率（部員数の偏り）が気にかかる。
・部活動が少ない中、成果も出しているものもあるので評
価できる。
・少人数で生徒と教師の距離が近いと思います。この環境
を活かして、生徒一人一人ときめ細やかな学習指導、進路
指導やカウンセリングなどの教育相談に引き続き取り組ん
でいただければと思います。生徒と教師の距離が近く質問
や相談がしやすいことが身延高校で学ぶ利点の一つと思
います。
・部活動が少ない分、ボランティア活動や体験活動が増
え、地域と協働した活動や成果が残せることを期待しま
す。
・生徒数も少ないので個を生かせるような部活動やサーク
ルなどを充実させたらどうでしょうか。

山梨県立身延学校校長　　　丸山　淳

学校関係者評価

実施日　（令和７年３月１８日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

４　魅力づくりに努め、地域とともにあり、信頼される学校づくりの
推進

評価

年度末評価（令和７年３月１３日現在）

１　自主的創造的な学習態度の育成

２　剛健の気風と豊かな人間性の育成

３　規律節制を守る自律的生活態度の育成

・生徒が学校の内外にかかわら
ず社会規範を意識した行動がと
れるように指導していく。
・基本的生活習慣の確立に向
け、保護者との連携ツールを設
け周知徹底していく。
・時事的に問題になっている内
容を取り上げ、規範意識の向上
に向けた講演会を実施してい
く。

自己評価結果

A

・学校運営協議会の各回の議
題や意見を参考に本校の魅力
発信方法を検討していく。
・ＨＰの更新をタイムリーに行
い、内容の見直しも行う。また、
多くの教員や生徒から直接発
信する方法などについて検討を
行う。

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

3
規律節制を守る自律的生活態度の育
成

4
魅力づくりに努め、地域とともにあり、
信頼される学校づくりの推進 B

A

B

・多くの生徒が挨拶や服装等学校の
規律が守ることができている。
・闇バイトや道徳教育に関する講演
会を行い、社会における基本的なマ
ナーや規範意識の向上に務めた。
・毎日の健康観察入力により、生徒
の基本的生活習慣の把握に努め
た。

・学校運営協議会では、今年度から
地元産業界の方や連携中学校長に
委員として参加していただき、本校
の課題について発展的な意見を頂
き、課題解決の方策について方向性
を明確にすることができた。
・新しいＨＰ、情報誌など、中学生向
けに本校の教育活動について発信
することができた。特に、情報誌の
配付は組織的に行うことができた。

自主的創造的な学習態度の育成


